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1　は　じ　め　に

青森県の奨励品種「階上早生」は，夏型に近い中間型の

生態型を示す2）ところから，春播き（4月下旬～5月上旬

播き）と夏播き（7月下旬～8月上旬播き）の2作型が行

なわれている。しかし．春播きは近年ヤマセ気象の影響を

受け極めて低収となり．夏播きもまた夏期の異常気象によ

り収量はしばしば不安定である。

そこで，「階上早生」の収量阻害要因を解明し，好適生

育相を把握するため，作期別生育特性を検討したところ若

干の知見を得たので報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験年次：昭和58～59年

（2）試験場所：上北郡六戸町現地転換畑（昭和54年転

換．低水位，桜統）

は）播種期

1）昭和58年：春播き　4月25日，5月6日，5月

14日。　夏播き　7月25日，8月4日。

2）昭和59年：春播き　4月25日，5月4日，5月

15日。　夏播き　7月25日，8月4日。

（4）耕種概要：播種皇　0．8吻／ね。播種様式　ドリ

ル播き（条間20と職）。施肥量（吻／克）　NO．2，P2051．0，

K200．8。

（5）区制・面積：1区30鋸，2区制。

3　試験結果及び考察

川　試験期間の気象経過の特徴

58年は6・7月にヤマセ吹走が著しく，極めて低温に経

過し，春播きの生育が停滞した。59年は．5月中旬まで極

めて低温に経過し，春播きの出芽日数がやや長かったが，

5月中旬以降は比較的好天に経過した。

日長時間は，6月20日前後に15時間7分で最長となり，

春播きでは両年次ともこの時期に開花期となった。また，

「階上早生」の開花が急速に終了し登熟過程に入る日長13

時間以下の日は9月第2半句以降である。

12）生育日数と頓算温度

播種から成熟期までの日数は，夏播きでは両年次とも約

60日であったが，春播きでは77～105日で夏播きより生育

日数が長かった。生育ステージ別にみると，著書期から成

熟期までの日数は．春播き・夏播きとも45～50日でほぼ同

じであるが．播種から著者期までの日数は春播きが夏播き

より著しく長かった。このことは，花芽分化及び著者が出

芽後日数とは関係が少なく，葉位と密接な関係があること

を示している。つまり，第1薫が抽出する頃に頂芽は花芽

分化し，その後∴葉の分化と同時に花成が進み，第3～4

彙展開期に主茎頂芽の著者が観察されることから3），春播

きで著者期までの期間がのぴるのは低温で経過したため，

出費速度が遅かったためと考えられた。更に，開花期前後

が異常低温で経過した58年の春播きは．着替期から開花期

まで日数も多く要した。

生育期間の填算温度は，58年春播きを除き播種から成熟

期まで1，200～1，400℃．播種から開花期まで550～650℃で

各播種期ともはば同程度であった。

ほ）乾物垂の推移

草丈の伸長は著者期までは比較的緩慢で，特に春播きが

遅く，着帯期以降急激となり．開花最盛期にははば伸長が

完了した。乾物垂の増加もこれと同様の傾向がみられ，夏

播きでは増加が早く，春播きでは増加が緩慢であった。生

育ステージ別のCGRを表1に示したが．出芽期から著者

期までのCGRは，各播種期とも極めて小さく，着螢期以降

に大きく．特に夏播きは春播きより急激な乾物垂の増加が

認められた。また，草丈の伸長期である着蕃期から開花最

盛期までのCGRは，両年次とも夏播きが呑播きより著し

く優り，全垂の増加をもたらした。

表1生育ステージ別日数とCGR（乳／撼ン／日）

播
種
期
（月・日）

l ～ 皿 Ⅲ～ 皿 Ⅲ′〉Ⅳ

日数 C G R 日数 C G R 日数 C G R ； ・，▼

4 ．2 5 2 6 0 ．7 1 6 5 ．7 11 6 ．6 2 7

5 ． 6 26 3 ．4 1 5 4 ．5 11 1 1 ．9 26

5 ．1 4 2 4 1．7 1 8 5 ．2 6 －2 ．6 2 4

7 ．2 5 1 0 2 ．7 1 0 1 0 ．4 1 3 1 3 ．2 2 3

8 ． 4 9 3 ．2 1 1 8 ．6 9 1 3 ．0 20

4 ．2 5 2 8 0 ．7 1 2 7 ．4 1 3 5 ．5 2 5

．5 ． 6 26 0 ．7 10 4 ．8 13 4 ．6 23

l
買5 ．1 5

2 3 2 ．1 10 5 ．7 1 5 6 ．6 25

7 ．2 5 1 1 5 ．1 10 1 9 ．4 1 1 3 ．9 2 1

8 ． 4 10 4 ．1 10 8 ．9 9 1 3 ．5 19

注．1：出芽軋皿：著者期，Ⅲ：開花期，Ⅳ：開花最盛期。

－109－



東北農業研究　　第　37　号（1985）

（4）子実収量と諸形質

成熟期の諸形質と子実収量を表2に示した。春播きでは，

両年次とも夏播きに比べ短茎で全垂が少なかった。結実率

は，59年夏播きを除き5％未満で稔実拉致が少なかった。

また，千枚垂は58年では各播種期とも著しく劣った。これ

らの結果から59年夏播きを除いては極めて低収であった。

表2　成熟期の諸形質と子実収皇及びその相関

子実収量と全重・結実率・稔実拉致・千粒重との間に有

意な正の相関関係が認められ，これらの諸形質が子実収量

を大きく左右していると考えられた。

（5）結実率・千枝垂

ソバの結実は．不完全花の出現率及び授粉を媒介する昆

虫の多少に大きく影響され，不完全花の出現は長日・高温

年 次
播 種 期 主 茎 長 節　 数 分 枝 数

稔　 実

花 房 数
稔 実 粒 数 結 実 率 全　 垂 子 実 重 標 準 比 千 拉 垂

（月・日） （（Ⅶ） （節 ） （本 ） （個 ／戒 ） （拉 ／ ガ J （％） （毎／ a ） （吻 ／ a ） （％） （タ）

5 8

4 ．2 5 80 ．4 9 ．0 3 ．9 1．1 19 1，0 52 4 ．0 2 2 ．0 1．9 5 8 20 ．7

5 ． 6 6 7 ．0 9 ．2 2 ．9 2 ．38 4 1，6 67 4 ．8 2 2 ．7 2 ．5 7 6 20 ．3

5 ．1 4 5 3．4 8 ．0 2 ．2 2 ．18 4 1，6 3 2 5 ．1 2 1．4 3 ．3 10 0 2 1．7

7 ．2 5 9 8．1 11 ．4 1．7 2 ．98 6 4 ，9 1 7 3 ．7 28 ．9 6 ．8 2 0 6 2 2．9

8 ． 4 9 1．6 10 ．4 2 ．3 2 ．0 1 1 3 ．3 7 0 4 ．7 2 2 ．8 3 ．3 （10 0 ） 16 ．8

5 9

4 ．2 5 5 8 ．2 9 ．7 2 ．5 1．03 5 1，8 20 5 ．2 20 ．1 3．7 2 2 23 ．0

5 ． 4 5 3．9 8 ．8 1．8 6 5 1 1，2 4 3 4 ．9 16 ．4 3．5 2 0 2 2．9

5 ．1 5 7 6 ．4 9 ．4 2 ．1 1，4 0 7 2．3 6 6 5 ．1 3 2 ．1 5 ．6 3 3 2 6 ．3

7 ．2 3 9 4 ．0 11 ．2 2 ．0 2 ，2 8 8 5 ．8 2 5 12 ．0 4 8 ．9 1 5 ．8 9 2 2 8 ．8

8 ． 4 8 9 ．6 9 ．4 2 ．2 1，9 9 5 6 ．0 4 8 15 ．1 4 9 ．8 1 7 ．1 （10 0 ） 2 7 ．0

子 美 東 と の 相 関 n S n S n S n S ＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊

注．相関係数の有意水準：＊＊1％，　＊＊＊　0．1％。

践
　
　
粟
　
　
串
（
％
）

千
　
種
　
巾
　
（
タ
）

5．0　　　　　8．0　　　　　7．0　　　　　　8．0　　　　　910lLL、）

日較差（開花最盛期10日約－20日榛の30日間）

図1結実率と結実期間における
気温の日較差との関係

100　　　　　　　　　　1iO（b－）

日照時間（開花最盛期10口前～208襟の30日間）

図2　千拉垂と結実期間の日照時間の関係

条件で多くなるといわれるl）。そこで．日長条件が異なる

春播きと夏播きの作期別に．開花最盛期前後の気象要素と

の相関関係を検討した結果，結実率は開花最盛期10日前か

ら20日後までの30日間の気温の日較差と正の相関関係が，

千拉垂は同じ期間の日照時間と正の相関関係が認められ，

結実率・千校垂は結実期間の日較差・日照時間に大きく影

響されることが明らかとなった。

4　ま　　と　　め

ソパ「階上早生」の作期別生育特性を検討した結果，子

実収量は全垂・結実率・千粒垂に大きく左右されることが

明らかとなった。本県においては，6・7月にヤマセ吹走

頻度が高く．春播きでは，着蕾期から開花最盛期に低温と

なり，乾物生産が劣り全垂が少ない生育となる。更に，結

実期間中の気温の日較差・日照時間はヤマセ気象のため少

なくなるので，結実率・千拉垂も著しく低下して低収にな

る危険性が高いことが明らかとなった。このため，ヤマセ

地帯に適応した．春播き用（夏ソパ）品種の育成が強く望

まれる。
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